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先
般
の
市
長
選
挙
で
は
、
再
び
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
持
に
よ
り
二
期
目
を
つ
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
時
代
の
大
変
換
期
の
市

政
執
行
の
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
重
責
を

受
け
と
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま
じ
め
に
、

正
直
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
市
長
職
を
つ
と

め
て
ま
い
る
覚
悟
で
す
。

さ
て
、
一
週
間
の
選
挙
運
動
期
間
中
、

選
挙
カ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
う
る
さ
い

声
を
発
し
、
ま
た
交
通
の
妨
げ
に
な
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

も
っ
と
静
か
に
公
約
を
訴
え
る
と
か
別

の
方
法
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
ご
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
選
挙
制
度
の
制

約
や
市
域
の
広
さ
、
さ
ら
に
は
費
用
の
面

か
ら
も
、
な
か
な
か
他
の
よ
い
方
法
は
思

い
浮
か
ば
な
い
の
が
現
実
で
す
の
で
、
あ

し
か
ら
ず
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
方
で
候
補
者
に
と
っ
て
は
、
駆
け
足

で
あ
っ
て
も
市
内
全
域
を
駆
け
め
ぐ
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
直
接
目
に
す

る
こ
と
や
、
短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
市
民

か
ら
直
に
要
望
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
を
幾
つ
か
あ
げ
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
身
近
な
居
住
環
境
に
関
す
る
こ

と
、
た
と
え
ば
除
雪
の
仕
方
や
ご
み
収
集

時
間
の
短
縮
、
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
日

常
の
生
活
環
境
上
の
要
望
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
の
か
た
か
ら
は

お
孫
さ
ん
の
地
元
就
職
な
ど
雇
用
問
題
へ

の
お
話
を
多
く
聞
き
、
い
わ
ゆ
る
大
き
な

政
策
・
事
業
を
大
上
段
に
と
ら
え
る
向
き

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
街
で
は
街
区
公
園
の
緑
、
神
社
仏

閣
で
は
境
内
の
美
し
さ
な
ど
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
安
ら
ぐ
多
く
の
市

民
の
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。
ま
た
暑
い
中
、

公
共
エ
リ
ア
の
清
掃
・
美
化
に
熱
心
に
取

り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
や
、

最
寄
り
の
地
域
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
広
場
で

汗
を
流
す
多
く
の
市
民
の
姿
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

公
民
館
や
コ
ミ
セ
ン
の
前
を
通
る
と
、

文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
が
花
盛
り
と
い
う
様

子
が
雰
囲
気
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

加
え
て
農
村
部
に
広
が
る
広
大
な
農
地

や
美
し
い
山
河
を
目
に
し
、
選
挙
で
高
ぶ

っ
た
心
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
と
と
も

に
、
一
方
で
は
新
し
い
住
宅
街
の
し
ゃ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
の
新
築
家
屋
や
、
二
〜
三
台

分
が
普
通
に
な
り
つ
つ
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー

ス
、
四
年
前
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
製
の
高
性
能
の
小
型
乗
用
車
に

は
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
あ
ら
た
め

て
秋
田
市
は
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
都
市
、

奥
の
深
い
市
民
文
化
の
ま
ち
、
と
い
う
感

を
強
く
す
る
と
と
も
に
、
お
お
い
に
勉
強

に
な
っ
た
貴
重
な
一
週
間
で
し
た
。

市長●佐竹敬久

一
週
間
の
勉
強

│

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

川尻総社神社境内での朝市

記者会見で２期目の抱負



任
期
満
了
に
と
も
な
う
秋
田
市

長
選
挙
は
六
月
十
二
日
に
告
示
さ

れ
、
佐
竹
敬
久
氏
、
佐
藤
純
子
氏

の
二
氏
が
立
候
補
。
六
月
十
九
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
佐
竹
敬
久
氏
が
六

万
八
千
二
百
七
十
四
票
を
得
て
再

選
さ
れ
、
二
期
目
の
市
政
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
市
長
選
挙
の
投
票
率
は

33
・
71
㌫(

男
34
・
35
㌫
、
女
33
・

15
㌫)

で
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
二
十
六
万
五

千
八
百
六
十
五
人(

男
十
二
万
四
千

三
十
四
人
、
女
十
四
万
千
八
百
三

十
一
人)

で
し
た
。

秋
田
市
長
選
挙

佐
竹
市
長
の
略
歴
　
昭
和
22
年
11
月
15
日
、
角
館

町
生
ま
れ
の
57
歳
。
角
館
高
校
、
東
北
大
学
工
学

部
精
密
工
学
科
卒
。
昭
和
47
年
に
秋
田
県
庁
に
入

庁
し
、
工
業
振
興
課
長
、
地
方
課
長
、
総
務
部
次

長
な
ど
を
歴
任
、
平
成
９
年
に
県
庁
を
退
職
。
平

成
13
年
７
月
、
秋
田
市
長
に
初
当
選
。
秋
田
県
市

長
会
会
長
、
全
国
市
長
会
財
政
委
員
長
、
税
制
調

査
会
委
員
ほ
か
。

当選 佐
竹
敬
久
氏
が
再
選

佐竹敬久氏 68,274票
佐藤純子氏 19,638票

市
で
は
、「
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
身

近
な
場
所
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
地
域
の
課
題
は
地
域
内
で
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
仕
組
み
を
つ
く
り
、
秋
田
市
独

自
の
市
民
協
働
・
都
市
内
地
域
分
権
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
市
内
七

地
域
に(

仮
称)

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

配
置
し
、
市
役
所
の
事
務
や
サ
ー
ビ
ス
、
権

限
な
ど
を
分
散
す
る
予
定
で
す
。
西
部
地
域

を
皮
切
り
に
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
十

年
間
で
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
施
設
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
ど
ん
な

施
設
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
西
部
地
域

で
下
記
の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

市内にお住まいで、９月末まで４回程度のワークショップに
毎回参加できるかた

住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、ファクス、はがき、
Ｅメールのいずれかで７月８日(金)までお申し込みください。
〒010-8560秋田市山王一丁目１－１
秋田市市民協働・地域分権推進室
ファクス(866)4930 Ｅメール ro-plcc@city.akita.akita.jp

(仮称)西部地域市民サービスセンター
についてのワークショップを開催しま
す。地域にとってよりよいサービスセン
ターをつくりあげるため、どんなサービ
スや機能が必要か、活用法などをみんな
で考えませんか。

第１回は７月26日(火)午後２時から、アトリエももさだ(秋田
公立美術工芸短大内)で開催します。２回目以降はテーマごと
のグループに分かれて開催日を決めます。報酬はありません
(交通費などは自己負担となります)。

対
象

日
程
な
ど

申
し
込
み

市民サービスセンター
について考えよう！

●●秋田市長選挙の結果●●

西部
地域

新屋(勝平含む) 新屋町
浜田　下浜　豊岩

市内７地域に
市民サービスセンター

問い合わせ

都市内地域分権の実現に向けて

市民協働・地域分権推進室tel(866)2037

広報あきた　７月１日号03


